
Ⅰ．はじめに

　現在，日本であれ筆者の母国であるベトナムであれ，
外国人人口が増加しつつあり，世界中の人々の移住が拡
大しており，グローバルな地域社会になっている現状に
ある。また，ベトナムではもともと54民族が国内に在住
しており，多くの民族が一つの国で一緒に生活している
国も国際的に珍しいことではない。このような国際的情
勢において，文部科学省の調査（2020）によると，日本
語指導が必要な児童生徒は51,126人おり，前年度比で
16.3％増加（文部科学省，2019），各年のデータの推移
においても，増加傾向がうかがえる。このように，世界
全体において多文化多言語社会が進んでいる状態にある。
とりわけ，多文化・多言語な背景をもつ人々の中で，障
碍のある子どもは，マイノリティーの中のマイノリ
ティーだといえ，社会的な不利を多く経験していること
が予想される（本稿では，さまたげるの意を有する「碍」
という漢字を使い障碍という用語を使うが，先行研究に
関してはそれぞれの研究で使われている用語「障害」を
そのまま残している）。近年，日本の教育現場や研究界
では，多文化・多言語の障害児・者に対する支援が少し

ずつ注目されるようになってきているが，研究の数はま
だまだ少なく，支援体制が整っているとは言えない（南
野，2021）。
　また，発達に重要な幼児期では，障碍の発見が難しい
場合が多いのに加えて，文化や言語の壁によって判断が
より困難になるため（南野，2018），日本国内の多文化・
多言語の障碍幼児についての研究はまだ多くの課題に直
面している。先行研究のほとんどは小学校入学以降の学
習や適応の支援に着目している。就学前に関する文献と
して，相磯（2021）は，外国人の子どもの学習の困難さ
と「障害」の見立ての難しさ，外国人の子どものアセス
メントに関する研究と外国人の子どもの「障害」と判断
されるプロセスを問題視し，外国人の子どもに対するア
セスメントのあり方，アセスメントと就学相談の経緯の
記録，多分野連携の必要性，そしてチームでのサポート
体制構築の観点から就学相談について提言した。また，
南野（2018）は幼児を含めて，特別なニーズを要する外
国人の子どもに適切な支援を届けるために，早期からの
福祉・母子保健関連の機関と継続的に関わりを維持する
ような仕組みづくり，公的支援へのアクセス促進のため
のツールや通訳の整備，子どもや家族の言語使用状況，
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親の就労状況や母国文化に基づく制度認識等の多面的な
アセスメントと多機関の連携の重要性を示した。
　多文化・多言語の背景をもつ障碍幼児の課題を解決す
るために，家族が大きな役割を果たしている。しかし，
日本の社会で，マイナーな文化から来た家族は複雑な背
景を持ち，様々な困難を抱えている。子どもの障碍の有
無に問わず，外国人家庭では，保護者の不規則な就労や
ひとり親家庭の増加，それによって家庭内で子がきょう
だいの世話を一手に任されるというヤングケアラーなど
の問題があげられる（長櫓，2018）。その背景に加えて，
外国人による言葉の壁や制度の理解困難，保護者の就労
状況等が子どもの健康診査受診，ヘルスケアや公的支援
の利用が限られ（南野，2018），特定の医療サービスの
領域へのアクセスが悪く，保護者のストレスも高い（元
木・柳澤・山口，2016）といわれている。このような家
族に対してどのような支援が必要なのかを探るために，
藤川と田邊（2021）は，発達障害児の外国人保護者に焦
点を当て，就学前の情報提供の重要性を強調しながら，
そういった家族に対して「より共感的な関わり」，「正確
な情報提供（支援者の専門性）」，「正確な情報提供（通
訳者の専門性）」，「『伝える』より『聴く』態度の重視」，「長
期的な見通しを持つ」といった支援が大切であり，教育
機関においては，「交流（在籍）学級担任，個別指導担
当者，支援員，介助員など職員間の連携」，「通訳者との
連携」，「園・学校外の支援者との連携」，「『センセイ』
が日本の福祉の窓口になる」，「多様性を軸とした園・学
校づくり」の支援体制が望ましいと述べた。他方，発達
障害者支援センターや発達障害者地域支援マネジャー配
置事業所においては，「利用できる社会資源等に関する
情報収集」，「通訳の確保」，「説明用資料や記入書類の多
言語化」，「通訳アプリや翻訳ソフトの導入・活用」など
の対策が外国にルーツをもつ障碍児と家族に重要だと示
唆された（国立障害者リハビリテーションセンター企画
･情報部発達障害情報・支援センター，2018）。
　以上のように，これまでの先行研究の多くは，外国人
で障碍のある子どもとその家族について論じており，文

化的・言語的に多様な背景をもつ障碍幼児とその家族と
いう特定な対象に注目した研究は極めて少ないと思われ
る。このような複雑なケースに対応できる早期支援シス
テムを構築することは今後の大きな課題である。そこで，
本研究では文化的・言語的に多様な背景をもち，障碍の
ある乳幼児とその家族に対する早期支援プログラムの開
発を考えるために，他国の取り組みや課題などに関する
情報収集を前段階として，海外の文献を分析し，参考に
なる知見を整理することを目的とする。

Ⅱ．方法と対象

１．方法
　本研究は文献調査であり，複数の文献を読み取り，共
通点や相違点などを比較し，レビューする。データの収
集方法として，Web of Scienceというサーチエンジンに
て「early intervention」「family」「disability」「cultur-
ally linguistically diverse」を同時検索し，文献を抽出
する。Web of Scienceは世界最大級の学術論文のデータ
ベースであり，プラットフォームでは約35,000誌の有力
で高品質なジャーナルや書籍などが含まれている（Clari-
vate，2021）ため，信頼性が高いと思われる。

２．分析の対象選定の理由
　キーワードの選択理由としては，乳幼児期における特
別支援教育の家族支援に焦点を当てるため，「early in-
tervention」（早期介入）と「family」（家族）を用いた。
また，早期介入の対象は幅広く扱われるため，本調査に
おいては，障碍児に焦点可するために「disability」（障碍）
を追加した。
　日本では，「外国にルーツを持つ」という言葉は馴染
みがあるが，多民族や多言語の環境では「国」という枠
を超える場合も多い。一方，「移民」という用語で分析
している研究や移民に焦点を当てた文献も多い。しかし
ながら，「移民」の定義は多様であり，時期や場所など
によって大きく変わってくる。したがって，国家や人々

Figure１　CLD児に関する文献とそれらの引用状況（出典：Web of Science, 2021）
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の移動にこだわらず，「文化」と「言語」の多様性に特
化した「culturally linguistically diverse」は，移民の人
口が増加している日本や多民族国家であるベトナムなど
を含めて，多くの国の状況を総合的に表しているのでは
ないかと考えた。実際に，この概念の活用は近年の日本
でも徐々に拡大されている（例えば，松田＆中川，
2017；佐野，2018）。加えて，「culturally linguistically 
diverse」（文化的・言語的に多様な，以下，CLD）とい
う概念は海外では広く浸透しているため，本調査では，
キーワードとして「culturally linguistically diverse」を
用いることとする。

Ⅲ．分析の結果

１．検索の結果
　CLDに関する研究は，Figure１に示されているように，
主に米国やオーストラリアで行われていることが理解で
きる。これらの研究では，視覚や聴覚，知的，自閉症ス
ペクトラムなど様々な障碍が取り上げられている。2010

年の半ばから文献数が多くなり，引用数も全体的に増加
していることが分かる。
　このような傾向をまず把握し，その後，本研究の分析
対象とする「early intervention」「family」「disability」
「culturally linguistically diverse」をWeb of Scienceで
検索した結果，17件の文献が抽出された。

２�．多文化・多言語からの障碍幼児とその家族に関する
文献レビューの結果と考察

　17件の研究について，Table１にそれぞれの概要を示
した。CLDはCulturally Linguistically Diverseで「文化
的・言語的に多様な」の意，ATはAssistive Technolo-
gyで「支援技術」の意，DMLsはDeaf and hard of hear-
ing Multilingual Learnersで「聴覚障碍の多言語学習者」
の意，RTIはResponse To Interventionで「教科的介入
への子どもの反応」の意，CRはCultural Responsiveで「文
化に対応した」の意，ICFはInternational Classification 
of Functioning, disability and healthで「国際生活機能
分類」の意，ASDはAutism Spectrum Disorderで「自

Table１　文献の概要（筆者翻訳）

（番号）タイトル 概　　　　　要

①�視覚障碍のある乳幼
児とかかわるサービ
ス提供者に関する国
内調査（Dote-Kwan 
et al., 2001）

本研究における調査では，視覚障碍のある幼児に対応するサービス提供者，かかわる子ども，自ら
の役割と責任，重要視する専門的能力について調べた。その結果，CLDで複数の障碍がある幼児・
その家族にサービス提供者が協力するための戦略を開発すること，他の専門家や機関と効果的に協
力したり，相談したりすること，そして保護者と幼児の相互活動をサポートすることの必要性が強
調された。

②�家族中心と文化に対
応した（CR）支援
技術の意思決定（Pa-
rette & Brotherson, 
2004）

本研究では，障碍のある乳幼児を持つ家族が支援技術（AT）に着目している。障碍のある乳幼児
を持つ家族がATに関する意思決定を行う際には，家族を中心としたアプローチが推奨される。AT
の意思決定に家族を参加させるには，家族のストレングス（強み），ニーズ，優先事項に対処する
ために必要な情報を慎重に収集し，ATの意思決定プロセスを家族の文化に合わせることが必要で
ある。また，障碍のある乳幼児と支援技術，機器やサービスが使用される自然環境や活動とのマッ
チングも必要である。支援技術は，家族の文化的価値観と一致していれば，乳幼児が自己決定のス
キルを早期に身につける機会を増やすこともできる。本稿では，⒜サービス計画プロセスにおける
支援技術の役割，⒝異文化の家族との協働に関する問題，⒞障碍のあるCLD家族と協働する際の効
果的な支援技術の意思決定に関する問題，⒟支援技術の意思決定プロセスにおいて有意義な情報収
集を行うための文化的互恵関係のプロセスについて論じた。ATを必要とする乳幼児とその家族の
ために，家族中心の研究と人材育成のための今後の課題について議論した。

③�CLD家族との協力：
理想対現実（Harry, 
2008）

本研究では，特別支援教育の専門家とCLD障碍児者の家族との理想的な協力関係について，研究に
基づいた定義を明らかにし，実際にそのような家族との協力関係についての研究を検証し，そのよ
うな協力関係の改善に関する提言が行われている。分析対象の文献の主な情報源は，査読付き雑誌
に掲載された研究論文や意見書，著名な学者の著書である。結論としては，理想的な実践を行う上
での障壁として，CLDの家族に対する偏見，障碍の意味に関する異文化間の誤解，障碍者の目標設
定における価値観の違い，介護者の役割に対する文化的な考え方の違いなどが挙げられている。変
化と改善のための提言は，人材の準備，既存効果的な実践モデルの実施に焦点を当てた。

④�身体障碍のある子ど
もに対する早期支援：
子どもと家族のニー
ズの複雑さ（Ziviani，
2014）

本研究はオーストラリア特有の環境下で，子どもや家族の特徴から複雑なニーズがある身体障碍児
が早期介入を受ける際に，親が直面する特別な問題について理解を深めることを目的とした。ニー
ズの高い子どもを持つ家族，CLD家族，ひとり親の家族など，複雑な状況にある家族を対象とした。
参加者は，⒜提供される早期介入サービスの性質，⒝サービスの構成方法，⒞子どものニーズの管
理と将来計画，などの問題を強調した。保護者は，治療以外のさまざまな早期介入サービスを受け
ることを重要視した。また，彼らはサービスへの期待，治療の程度，利用できる他のサービス，そ
れらを受けられる期間などをより明確にする必要があると示した。複雑な状況とニーズにもかかわ
らず，参加者が早期介入サービスにアクセスした経験は，広範な研究文献とほぼ一致していた。
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⑤�早期重度聴覚障碍の
ある子どもの言語に
影響する要因：臨床
医が認識したファシリ
テーターと障壁（Ful-
cher et al., 2015）

本研究では，臨床医への半構造インタビューの調査を通して，臨床家は，生後６カ月未満での重度
聴覚障碍がある子どもの場合，早期発見，早期補聴，聴覚言語的介入の開始が子どもの成長を促進
する可能性があると考えたことが分かった。障壁となりうるのは，農村部や遠隔地に住んでいるこ
とや臨床家が生後６カ月未満の乳児への介入を行う経験や自信がないこと，CLD家族に属している
ことである。聴覚障碍児とその家族に関わる臨床家は，国際生活機能分類（ICF）の枠組みに沿って，
それぞれの子どもがそれぞれの環境や個人的なコンテキストの中でどのように機能しているかを判
断するために，複数の要因を考慮する必要がある。このようなアプローチは，すべての聴覚障碍児
にとって最適な音声・言語の成果を得るための潜在的な障壁と促進要因のバランスを慎重に取るこ
とを可能にすると思われる。

⑥�文化的・言語的多様
性と特別教育：母親
の経験によるケース
スタディ（Steeley & 
Lukas, 2015）

本研究では，CLDの家族に対する特別教育の関係とサービスをさらに改善するために，CLD家族の
ケースを複数の学区と早期介入の場で調査し，成功した部分と失敗した部分を明らかにした。その
結果，このケースでは，エンパワーメントレベルがかなり高い母親だったため，子どもの転校が積
極的に進められたが，多くの保護者は，他の学校を検討するための知識や手段を持たず，バイリン
ガル教育や学習障害のある生徒をサポートするサービスに関する既成概念を覆すための技術的・文
化的な余裕もない。バイリンガルの家族の正当なニーズを認識し，保護者と情報を共有し，学習上
の違いを持つ子どもに対する尊厳のある対応を確保し，子どもが活躍できる環境を作ることの重要
性が分かった。また，自分の権利やサービスを受けるための情報を得る手段を知らない保護者に対
する学校側の働きかけを改善する必要がある。さらに，個別の教育支援計画の作成を含めて，特別
支援の展開にCLD家族にインクルーシブなガイドラインが求められ，中では多言語の専門の翻訳や
アドボカシー，資料などのリソースのみならず，文化的な支援も大切である。

⑦�早期支援：聴覚障碍
のある多言語の学習
者に対する多文化的
観点（Bowen，2016）

今日の多文化社会は，聴覚障碍のある乳幼児を持つ家族をはじめ，CLD家族によって特徴づけられ
ている。著者は多文化的な視点から，聴覚障碍児の家族を中心とした早期介入と学校サービスへの
移行について考察した。早期介入の専門家にとって，聴覚障碍の多言語学習者（DMLs）とその家
族を扱うことは，特にコミュニケーションに関して，家族が十分な情報とリソースを得て選択でき
るようにするというユニークな課題がある。著者は，⒜家族と専門家のパートナーシップ，⒝早期
介入の文化的背景，⒞家族のコミュニケーション決定と言語的多様性，⒟DMLsに関する新しい研究，
⒠聴覚障碍のあるCLD乳幼児を扱う早期介入提供者と通訳者の考慮事項，⒡早期介入から就学前プ
ログラムへのスムーズな移行を保証するための文化的考察などに関する情報と研究を紹介した。

⑧�自閉症スペクトラム
障碍のある韓国系ア
メリカンの子どもに
対する発達にふさわ
しい遊びの指導での
ビデオモデリングの
活用（Kim，2016）

米国では，CLD障碍のある生徒が増加していることから，エビデンスに基づく行動介入の文化的対
応性に注目が集まっている。本研究では，自閉症の韓国系アメリカ人の子ども３名を対象に，ビデ
オモデリングによる介入が社会的な遊びや相互作用に及ぼす影響を検討した。本研究では，自閉症
の３人の韓国系アメリカ人の子どもを対象に，ビデオモデリングによる介入を行い，社会的な遊び
や相互作用に対する効果を検討した。子どもたちは，母親との遊びのセッションの前に，母親と研
究者が適切な社会的遊びをしているビデオクリップを見た。その結果，すべての自閉症児において，
台本通りの言語化と遊びの動作が増加し，介入後２週間の測定では高いレベルを維持していた。ま
た，新しいプレーヤーやおもちゃのセットを使った一般化も，比較的低いレベルではあったが，依
然として増加していた。本研究は，CLD自閉症児とその家族に対して，CR行動的介入をどのよう
に設計・実施すべきかについて，実践者や研究者が理解を深めるための一助となるものである。

⑨�教科的介入への子ど
もの反応（RTI）の応
用：ハードルの高い
（High stakes）環境
における多様性とシ
ステム変化への挑戦
（Cavendish，2016）

本研究では，RTIを自然な形で実施するために，グラウンデッド・セオリーの研究手法を用いて，
RTIチームや，州からRTIの実施を義務付けられている学校の教師が経験した課題や成功例を詳細
に説明し，質的に分析した。本研究では，特別教育の識別に用いられるRTIシステムにおいて，生
徒の反応をモニタリングする手順の変更に関連する課題を明らかにした。本研究では，２つの学校
におけるRTIの実施について，専門的な開発のギャップ，CLD学習者や家族に対する学校関係者の
思い込み，地区や州の説明責任システムからくる外部からの圧力がどのように影響しているかが重
要な課題になっている。RTIを実践するための要素についての混乱や，CLDの子どもの結果を改善
し，特別教育への就学を減らす目的をもつRTIに関する理解不足が明らかになった。大規模なRTI
の実施をサポートするために必要なシステム的変化の要因を特定することが重要である。

⑩�聴覚障碍のある多言
語の学習者とそのア
セスメント：考察と
期待される実践（Piz-
zo & Chilvers, 2016）

本研究はDMLsのアセスメントに関する考察と有効な実践について述べている。DMLsのアセスメ
ントを計画，実施，解釈する際には，DMLs特有の文化，言語，学習ニーズを考慮しなければなら
ない。ａ）包括的な評価プロセスの一般的な検討事項，ｂ）DMLsのアセスメントに使用される特
定のアセスメントアプローチ，ｃ）多様な言語学習者の言語能力の評価，に関する理論と研究が取
り上げられた。さらに，DMLsのアセスメントに関する基本的な提言として様々な言語でのアセス
メントが可能にすること，個人や家族のデータの複数の情報源を利用すること，教員養成プログラ
ムに強力なアセスメントの要素（無差別の実践を含む）を組み込むこと等が挙げられている。
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⑪�子どもの発達に関す
る悩みへの母親の援
助要請：社会人口学
的因子との関連（Eap-
en et al., 2017）

本研究の目的は縦断的出生コホート研究において，子どもの発達上の懸念に対する母親の援助要請
に関連する社会人口学的要因を検討することである。これらの要因を理解することは，発達上の懸
念に対する早期発見と介入を最大化するためのサービス利用率を向上させるために不可欠である。
結果では，オーストラリアで生まれ，英語を母国語とし，教育水準が高く，世帯年収が高い母親，
そして第一子の母親のほうが，多くの支援源を利用しようとし，あるいは実際に利用した。発達へ
の懸念は，心理社会的な逆境の増加に伴い増加することが知られている。社会経済的に恵まれない
家庭やCLD家庭では，サービスを利用したり，利用したりする意思が低いという今回の調査結果は，
健康上のニーズが最も高い子どもたちがサービスを最も利用できないという逆ケア効果が働いてい
ることを示唆している。このような状況の説明や文化的に適切なサービスを提供することで，これ
らの人々のサービスへのアクセスを改善するための提言について論じた。

⑫�文化的・言語的に多
様な障碍児の家族の
関 与（Gerzel-Short 
et al., 2019）

本研究では，教室はますます多様化しており，特に障碍のあるCLD児の場合は，家族の関与によっ
て生徒の成功を高めることができると捉えられている。しかし，障碍のある子どもの家族をどのよ
うに巻き込むべきか，教師が悩んでいるケースは少なくない。一般的な親との関わり方は効果的で
はなく，家族を教育チームの一員として認めていない。家族参加とは，生徒の学習面や社会面での
成功のために，相互に尊敬し合い，共通の責任を持つことに基づいて，本物の家族と学校のパート
ナーシップを確立し，維持することである。本研究では教師と学校が相互に協力し合うために実施
できる，具体的な家族参加の戦略も紹介された。

⑬�文化的，言語的，経
済的に多様な乳幼児
を持つ家族と専門家
のパートナーシップ
の構築（Pearson et 
al., 2019）

文化的，言語的，経済的に多様で障碍のある乳幼児の家族が直面しているシステム的な壁はCRの
教員養成不足と早期介入者の過小評価である。このような子どもと家族を支援するために，家族の
キャパシティー・ビルディング実践が重要であり，支援ストラテジーとして文化理解，エンパワー
メント，アドボカシーと家族・専門家のパートナーシップがあげられる。

⑭�特別教育における文
化的な関連性：現在
の状況と今後の方向
性（Brown et al., 
2019）

近年，教育者は文化的に異なる子どもに学習指導やその他の指導を行わなければならなくなってき
ている。文化的多様性に対する考え方を教師が知っているかは，特別教育を受けるCLD児の学習面，
社会面，行動面での機会と成果を大きく左右することになる。教師は，これらの子どものニーズに
よりよく対応するために，特別教育の中でCR実践を統合することが奨励されている。一般的には，
学校の規律（行動），移行，家族の関与などの分野で取り入れられている。本稿では，⒜文化的・
言語的に多様な背景を持つ生徒のマイノリティー化，⒝強制的な特別支援教育の影響（例：過剰発
現と不均衡），⒞特別教育における現在のCR実践（例：家族との連携，教室・行動管理，移行サー
ビス）について論じている。特別教育において，文化的に持続可能で包括的な環境を作るための提
案がなされた。

⑮�発達の遅れや障碍の
診断に紹介された子
どもと家族の文化
的・言語的多様性：
サービス提供への示
唆（Lewis，2021）

オーストラリアでは，医療機関や障碍者施設の利用者のうち，家庭で英語以外の言語を話す人がか
なりの割合を占めている。CLD集団におけるサービス利用の障壁は認識されているが，ケア提供者
のサービス提供の指針となるデータは限られている。本研究の目的は，学際的な評価サービスであ
るDisability Specialist Unitにおいて，発達障碍の診断を受ける就学前の子どもとその家族の言語的
多様性を調査し，CLDの有無がサービスへの参加率の低下と関連するかどうかを評価することで
あった。CLD児は，非CLD子どもに比べて，アセスメントの時点で集学的治療を受けている可能性
が低く，経済的な支援を必要とする可能性が高かった。さらに，CLDの子どもは，自閉症スペクト
ラムや発達障害，知的障碍の診断を受ける可能性も有意に高かった。これらの結果から，CLD児は
非CLD児に比べて，発達障害の３次診断の時点でサービスを受けることができないことが示唆された。

⑯�文化的・言語的に多
様なASDおよびIDD
のある者の家族に対
するコミュニケー
ション介入への保護
者の参加：異文化研
究のシステマティッ
ク・レビュー（Liao 
et al., 2021）

保護者の関与は，自閉症スペクトラム障碍（ASD）や知的発達障碍（IDD）のある人のコミュニケー
ション力発達に重要な役割を果たしている。しかし，CLD家族は，言語や文化の障壁のために，文
化的・言語的に適切な支援を十分に受けられないのが通常である。文化的に対応する実践を推奨す
るために，本研究の目的は，ASDおよびIDDがある者のCLD家族に対するコミュニケーション介入
への保護者の関与に関する様々な文化でのシングルケースの研究をレビューし，特徴をまとめるこ
とであった。その結果，保護者の関与はASDおよびIDDのCLD児のコミュニケーションスキルを向
上させることが示唆された。しかしながら，ペアレントトレーニングの際には，CLDの保護者に対
して文化的・言語的に適切なサポートを提供する必要があると考えられる。また，今後の研究や実
践に向けての限界や示唆についても言及した。
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閉症スペクトラム障碍」の意，IDDはIntellectual Devel-
opmental Disorderで「知的発達障碍」の意である。
　17件の文献のうち，障碍種別で最も多かったのは障碍
を特定しない研究で９件（文献②，③，⑥，⑨，⑪～⑭，
⑰），次に聴覚障害（文献⑤，⑦，⑩）と自閉症スペク
トラム障碍を含めた発達障碍（文献⑧，⑮，⑯）がそれ
ぞれ３件であり，視覚障碍（文献①）と身体障碍（文献
④）がそれぞれ１件であった。研究手法では，文献・資
料分析研究が９件（文献②，③，⑦，⑩，⑫～⑭，⑯，⑰），
質問紙を用いた調査研究が３件（文献①，⑪，⑮），イ
ンタビューを用いた研究が５件（文献④～⑥，⑧，⑨）
であった。これらの質問紙調査ならびにインタビュー調
査のうち，家族が参加した研究が４件（文献④，⑥，⑧，
⑪）であった。
　先行研究の分析から，子どもの障碍の種類や程度ある
いは支援者の専門等に関係なく，共通課題が存在するこ
とが明らかとなった。その課題とは一つに，特別な教育
的支援へのアクセスの難しさである。事例の母親が主体
的に情報を入手し，社会的排除を経験しながら，相当な
努力をした結果，ようやく子どもが自分に合った環境で
学ぶことができていることが明らかとなり，「家族の負
担や言語と文化による障壁が大きく，専門知識が分かる
ように伝えられていない（文献⑥）」や「CLD家族が支
援側の情報提供に不満を持ち，より多様なサポートへの
アクセスの共有を求める必要があった（文献④）」のよ
うな困難が先行研究における調査結果から示されていた。
第二の課題は，CLD家族の支援制度の理解不足であった。
CLD家族の居住地域の通常語が母語でない母親のほう
が支援を受けづらく，通常語でやりとりができたとして
も，支援サービスに関する知識の不足や文化的な背景か
らの態度，信念の違いに起因する（文献⑪）という分析
があった。また，CLD家族のうち，特に拡大家族（祖
父母が子夫婦と同居する家族，祖父母が複数の子夫婦と
同居する家族，兄弟姉妹が作った核家族が同居する家族
等を指す）では障碍や治療，介入の需要と介入への理解
が障壁の一つだと認識され（文献⑤），正式な診断アセ
スメントに関する家族の意思決定が文化的な違いに影響
される（文献⑮）との指摘があった。三つ目の課題は，
CLD家族に関する専門家の知識不足である。例えば，
CLD家族と子どものニーズが学校側に誤解され，家族
の声が学校に届かず保護者の学校活動への参加意欲が低
下した（文献⑭）との報告があった。CLD児の困難が
保護者の欠損によるもので，CLD児は通常学校におけ

るRTIの支援で学ぶことができないと学校側が捉えてい
るケース（文献⑨），教師がCLD児のアセスメントの結
果をきちんと読み取れず，専門性の高い判断ができない
ケース（文献⑩）が先行研究により明らかとなった。
　また，先行研究からは，CLDの障碍幼児と家族に対
する今後の対策として，CR実践の活用が有効であるこ
とが示唆された。家族が意思決定できるように，家族か
ら情報を収集した際，家族の文化的な価値観や信念を大
切にし，それらに基づいた説明を行うこと（文献②）の
重要性や，ニーズに応え，家族が気持ちよく支援に参加
できるような介入を計画し，専門家と家族のパートナー
シップを構築すること（文献⑧，⑬）の大切さが指摘さ
れていた。適切な説明と家族が納得できる介入，専門家
と家族間の連携は文化的・言語的に多様な背景をもつ障
碍幼児への支援にとって国際的な視点からも有益な方法
であることが明らかとなった。従って，今後は日本にお
いても，外国籍の障害幼児や母親が外国籍である障害幼
児，外国の文化を背景にもつ障害幼児の家族がどのよう
なニーズを有しているのか，どのような障壁により支援
へのアクセシビリティが阻害されているのかに関しての
研究がさらに進むことが望まれる。
　他方，支援者側の課題も見出された。すなわち，支援
者の言語的・文化的なバックグラウンドの多様性が非常
に欠けていることから，CLD児と家族の理解や寄り添っ
た支援が限定されてしまう可能性（文献①，⑦）の指摘
である。また，支援者の養成課程でのCLD家族に対する
理解と支援への取り組みの意義が主張されていた。支援
者の養成課程では，多文化の歴史や問題についての講義，
多様性に関する個人の価値観の明確化，実際の多文化な
環境での学習や実習が取り上げられ（文献③），CLD家
族とオープンなコミュニケーションを保つために，若手
の専門家が自分の態度を意識し，家族の意見や感情など
を共感し，その家族の言語での情報提供に工夫できる（文
献②）ようにすることが大切であるとされている。さら
に，先行研究では家族を教育システムの一員として位置
づけることが強調されていた。CLD家族もそうでない家
族と同様に，実際に専門家とやり取りし，ニーズを理解
してもらい，家庭内で支援を行い（研究⑯），養成カリキュ
ラムや教育活動について家族からの意見やアイディアな
どを取り入れ（研究⑫），学校における支援の作成や決
定のプロセスに家族が参画をする（研究⑰）ことが，様々
な場面に効果的であることが明らかになった。
　これらの研究結果からは，CLD支援者の質と量が拡

⑰�デルファイ（Delphi）
プロセス：参加型の
コンセンサス形成に
おける障碍児の親の
参加（Jones et al., 
2021）

教育関係者は，保護者の参加が学校での子どもたちの成功に不可欠な要素であることを認識してい
る。このことは，障碍のある子どもを持つ保護者や，文化的・言語的に多様な背景を持つ保護者に
特に当てはまる。しかし，このような保護者に働きかけることは，教育者にとっても困難である。
また，子どもの学習面や社会面での福祉について，個々の保護者と直接コミュニケーションをとる
ことで，保護者と学校との間に，ある程度効果的な関わり合いやコミュニケーションが生まれる一
方で，保護者は同じような境遇にある他の保護者の懸念や考えから孤立してしまうことが多い。こ
の記事で紹介するDelphiプロセスは，保護者を学校の方針や学校での決定の「監視者」から「開発者」
へと移行させるための共同作業空間を作り出すものである。本研究では，プロセスのステップを概
説して説明し，さらに，保護者とのより良い関わりを目的としたDelphiの作成と実施について，継
続的な解説を通じて詳しく述べられている。
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大することでCLD児ならびにその家族と支援者とのか
かわりがより効果を発揮することや，支援者の多様化へ
の理解を促すことがCLD幼児とその家族にとっては不
可欠であることが示唆された。日本では，CLD概念が
ようやく知られるようになってきた段階であり，支援す
る者は同国出身で日本に在住している他の家族や当事者
家族を取り巻く日本の知人など未だインフォーマルな段
階にとどまっていることが予想される。今後は，日本に
在住する民族と彼らの価値観や思考様式を加味し，CLD
児とその家族に必要な支援をさらに分析し，加えて特別
な教育的ニーズが必要な障碍に焦点を当てた研究を推進
することが必要である。加えて，今後は養成の対象者や
その方法について，他国での先駆的な取組みを分析し，
日本でも運用できる養成課程モデルを示していくことが
必要であろう。

Ⅳ．おわりに

　本研究では，海外の文献からCLD児と家族に関する課
題と対策について調べた。米国やオーストラリアなどで
は，文化的・言語的多様性が日本に比べて，以前からか
なり速いスピードで進んでいる。アメリカ合衆国は2043
年の段階でマジョリティー・マイノリティー国家（マジョ
リティーとされる特定の人口のグループが存在しない状
態）になるといわれ（U.S. Consensus Bureau, 2012），
CLD人口が無視できない存在になっている。特別ニーズ
のある子どもと家族に対する早期支援システムでも，
CLD児のサポートが意識されてきた。かなり早い段階か
ら，米国では，1990年代に入る前からも文化的なコンピ
テンシーという概念をはじめとし，全体の政策から個人
の専門家まで異文化な環境でどのように対応すれば，
ニーズのある子どもと家族に効果的に働きかけられるか
について支援法則などが提唱され（Cross et al., 1989），
20年以上前からCR実践等が展開され（文献⑭），現在で
はアメリカ全土の早期支援についての共通ガイドライン
（特殊児童協会（Council of Exceptional Children）の
下位部会である幼児期領域部門（Division for Early 
Childhood）が作成している『推奨する実践』の最新版
（Recommended Practices））において英語以外の学習
の重要性や家族の文化を配慮した支援などが導入された

（Division for Early Childhood, 2014）。しかし，そういっ
た国でも，政策からガイドライン，実践，研究まで文化
的・言語的な多様性を考慮して，取り組んでいるにもか
かわらず，CLD障碍児とその家族の支援はまだまだ多く
の課題に直面していることが分かった。それは家族側で
あれ，支援側であれ，相互理解が不足していることが大
きな要因だと考えられる。それによって，学校や支援セ
ンター等が子どもと家族にアクセシブルな支援を届けず，
家族が活動に参加せず，様々な問題がつながっている。
　このように，CLDで障碍がある子どもの姿が徐々に
支援現場から浮かび上がってきている現在の日本の教育
現場でも，同様な状況が見られ（南野，2018），子ども
と家族の多様性に対応できる支援体制が求められている。
本研究で，海外でのCR実践の活用が明らかになったが，
実際にCR実践の定義や特徴，応用方法についてさらに

他国を中心に調べ，日本またその国の事情に合わせ，支
援現場に実現可能な形でガイドライン等を通して紹介す
ることが望ましい。また，CLD支援者の拡大に関しては，
日本ではなかなか進めにくい部分があるのが現状であり，
公立の学校では，外国人教員の採用が限られ，教諭とし
て任用することができないことなど制度上の問題もある。
しかし，CLD支援者の存在はCLD障碍児と家族の問題
を理解し，共感し，寄り添った支援を実施しやすいと思
われ，支援体制に重要な役割を果たすため，日本の現状
を変える必要がある。他方，CLD障碍児と家族の理解
と支援を促進するために，専門家の養成課程では学生が
異文化に着目した知識や経験を身につけられるようなカ
リキュラムや交流活動などをつくることが重要である。
その一つの養成課程を超えて，外部機関や地域，コミュ
ニティーなどと連携することも異文化理解に有効である。
　そして，支援者と家族のコラボレーションは長年にわ
たって問題視されてきたが，特別ニーズのあるCLD乳
幼児の場合はさらに重要である。非CLD児の場合でも，
学校や施設で求められることと家庭で求められることが
不一致すると，支援の効果に影響を及ぼし，課題が解決
できない可能性が高いため，CLD児の場合は，さらに
文化と言葉の壁によって，その不一致が一層複雑化する。
そこで，CLD家族と支援者の協力が最重要課題だといっ
ても過言ではない。そのコラボレーションを図るために，
支援者として，CLD児と家族がウェルカムされるよう
な物理的な環境や日々の会話，資料等の配慮，尊重・共
感・信頼できる関係づくりなどに多文化・多言語の視点
から工夫する必要がある。今後，実際にこのようなコラ
ボレーションをどのように形成し，維持し，改善するか
についてさらに研究することが有意義であろう。
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